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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円でおおむね横ばいにな
りました。また、カナダ5年国債利回りもおお
むね横ばいになりました。

カナダの⾦利は、週前半は米議会がトランプ
⼤統領の弾劾調査を開始したとの報道を受け、
米国⾦利が低下したことに連れて、低下しまし
た。週後半は、米中貿易摩擦緩和期待などから、
⾦利は低下幅を縮めました。

経済指標では卸売売上高が発表になっており、
市場予想を⼤幅に上回る良好な結果となってい
ます。

先週の回顧

今週、カナダではGDP（国内総生産） の発表
が予定されています。米国では雇用統計の発表
が予定されています。

カナダでは10月に選挙が実施される予定に
なっており、トルドー首相は選挙公約として歳
出の拡⼤、中間所得者への減税などを掲げてい
ます。そのため、財政刺激策への期待を背景に
カナダの通貨は底堅く推移することが期待され
ます。

ただ、トランプ⼤統領の弾劾調査が開始され
れば議事日程の逼迫から、年内の米・メキシ
コ・カナダ協定（USMCA）の議会批准手続きに
狂いが生じる恐れが出てきます。そのため、今
後の米議会の動向には注目が必要です。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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